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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
四
十
七
号

令
和
三
年
第
二
回
東
京
都
議
会
定
例
会
を
、
六
月
一
日
に
招
集
す

る
。

令
和
三
年
五
月
二
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
七
百
四
十
八
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お

り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い

う
。
）
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
五
月
二
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

別
図
の
と
お
り
（
江
戸
川
区
江
戸

川
二
丁
目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準

ひ

に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類

砒
素
及
び
そ
の
化

合
物

三

規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物
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告

示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
九
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五

十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
第
二
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和

二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十

二
号
）
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次

の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
五
月
二
十
五
日東

京
都
選
挙
管
理
委
員
会

施

設

の

名

称

所

在

地

ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
世
田

谷
大
蔵

世
田
谷
区
大
蔵
四
丁
目
二
番
十
四
号

は
な
こ
と
ば
プ
ラ
ス
練
馬
中

村

練
馬
区
中
村
一
丁
目
十
五
番
二
十
三

号

ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
東
村

山
野
口
町

東
村
山
市
野
口
町
一
丁
目
十
二
番
地

三
十
一

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
号

次
の
施
設
に
つ
い
て
、
個
人
演
説
会
等
を
開
催
で
き
る
施
設
と
し

て
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
、
報
告
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
五
月
二
十
五
日東

京
都
選
挙
管
理
委
員
会
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規

則
（
公
）

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
３
年
５
月
２５日

東
京
都
公
安
委
員
会

委
員
長

北
井

久
美
子

◉
東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
５
号

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
規
則
（
平

成
１８年

４
月
１９日

東
京
都
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
１
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
趣
旨
）

第
１
条

こ
の
規
則
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１４年

法
律
第
１５１号

。
以
下
「
情
報
通

信
技
術
活
用
法
」
と
い
う
。
）
及
び
国
家
公
安
委
員
会
の
所
管
す

る
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
１５年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
６
号
。

以
下
「
国
家
公
安
委
員
会
規
則
」
と
い
う
。
）
第
１１条

の
規
定
に

基
づ
き
、
東
京
都
公
安
委
員
会
、
警
視
総
監
又
は
警
察
署
長
（
以

下
「
公
安
委
員
会
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
行
わ
れ
る
申
請
等

を
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信

技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
場
合
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
２
条
第
１
項
第
３
号
中
「
行
政
機
関
等
」
を
「
公
安
委
員
会

等
」
に
、
「
政
令
で
定
め
る
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
１５年

政
令
第
２７号

）
第

３
条
各
号
に
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
３
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
手
続
等
の
告
示
）

第
３
条

東
京
都
公
安
委
員
会
は
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
１１条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
安
委
員
会
等
に
対
し
て
行
わ
れ
る

手
続
等
の
う
ち
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他

の
情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る

も
の
を
定
め
た
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
根
拠
と
な
る
法
令
の
名
称

及
び
条
項
を
告
示
す
る
も
の
と
す
る
。

第
４
条
の
見
出
し
中
「
に
よ
る
」
を
「
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り

行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
１
項
及
び
第
２
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
申
請
等
を
行
う
者
は
、
公

安
委
員
会
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
当
該
申
請
等
を
行
う

者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
、
公
安
委
員
会
等
の
使

用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
通
信
で
き
る

機
能
を
備
え
た
も
の
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報

処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
申
請
等
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
申
請
等
を
行
う
者
は
、
当

該
申
請
等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
書

面
等
に
記
載
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
そ
の
他
公
安
委
員

会
等
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
、
当
該
申
請
等
を
行
う
者
の
使
用

に
係
る
電
子
計
算
機
で
あ
っ
て
前
項
の
機
能
を
備
え
た
も
の
か
ら

入
力
し
、
又
は
送
信
し
て
、
申
請
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
４
条
第
４
項
を
削
り
、
同
条
第
３
項
中
「
第
１
項
」
を
「
前
２

項
」
に
改
め
、
「
電
子
証
明
書
」
の
下
に
「
（
公
安
委
員
会
等
の
使

用
に
係
る
電
子
計
算
機
か
ら
認
証
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ

て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
」
を
加
え
、
同
項
た
だ

し
書
中
「
指
定
す
る
申
請
等
を
行
う
」
を
「
別
に
定
め
る
方
法
に
よ

り
当
該
申
請
等
を
行
っ
た
者
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

⑴
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の

認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１４年

法
律
第
１５３号

）
第
３

条
第
１
項
に
規
定
す
る
署
名
用
電
子
証
明
書

⑵
電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
第
８
条
に
規
定
す

る
認
定
認
証
事
業
者
が
作
成
し
た
電
子
証
明
書
（
電
子
署
名
及

び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
１３年

総
務
省
・

法
務
省
・
経
済
産
業
省
令
第
２
号
）
第
４
条
第
１
号
に
規
定
す

る
電
子
証
明
書
を
い
う
。
）

⑶
商
業
登
記
法
（
昭
和
３８年

法
律
第
１２５号

）
第
１２条

の
２
第

１
項
及
び
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
登
記
官
が
作
成
し
た
電
子

証
明
書

第
４
条
中
第
３
項
を
第
４
項
と
し
、
第
２
項
の
次
に
次
の
１
項
を

加
え
る
。

３
前
項
に
規
定
す
る
者
は
、
東
京
都
公
安
委
員
会
が
別
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
請
等
を
書
面
等
に
よ
り
行
う
と
き
に
併

せ
て
提
出
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
面
等
又
は
電
磁
的
記
録

に
記
載
さ
れ
、
若
し
く
は
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
又
は
こ
れ
ら
に

記
載
す
べ
き
、
若
し
く
は
記
録
す
べ
き
事
項
を
併
せ
て
入
力
し
、

又
は
送
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
に
必
要
が
あ
る

と
し
て
公
安
委
員
会
等
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
入
力
し
、
又

は
送
信
し
た
当
該
事
項
の
確
認
の
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、

併
せ
て
提
出
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
面
等
の
提
出
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
４
条
中
第
５
項
を
削
り
、
第
６
項
を
第
５
項
と
し
、
第
７
項
を

第
６
項
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
２
条
を
加
え
る
。

第
５
条

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
６
条
第
４
項
に
規
定
す
る
氏
名

又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る
措
置
は
、
申
請
等
に
係
る
事
項
に
つ

い
て
の
情
報
に
電
子
署
名
を
行
い
、
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子

証
明
書
（
前
条
第
４
項
に
定
め
る
電
子
証
明
書
に
限
る
。
）
と
併

せ
て
こ
れ
を
送
信
す
る
措
置
と
す
る
。
た
だ
し
、
東
京
都
公
安
委

員
会
が
別
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
当
該
申
請
等
を
行
っ
た
者
を
確

認
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
６
条

情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
６
条
第
６
項
に
規
定
す
る
申
請

等
の
う
ち
に
同
条
第
１
項
の
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方

法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
困
難
又
は
著
し
く
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る

部
分
が
あ
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

⑴
申
請
等
を
す
る
者
に
つ
い
て
対
面
に
よ
る
本
人
確
認
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
公
安
委
員
会
等
が
認
め
る
場
合

⑵
申
請
等
に
係
る
書
面
等
の
う
ち
に
そ
の
原
本
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
と
公
安
委
員
会
等
が
認
め
る
場
合

⑶
前
２
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
申
請
等
の
全
部
を
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
不
可
能
又

は
申
請
等
に
係
る
利
便
性
を
著
し
く
損
な
う
と
公
安
委
員
会
等

が
認
め
る
場
合

２
前
項
の
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
申
請

等
を
行
う
者
が
書
面
等
（
前
項
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
部
分

に
限
る
。
）
を
提
出
す
る
と
き
は
、
公
安
委
員
会
等
が
指
定
す
る

文
字
、
番
号
又
は
記
号
そ
の
他
の
符
号
を
明
ら
か
に
し
て
、
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則

こ
の
規
則
は
、
令
和
３
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

公

告

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
五
月
二
十
五
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

国
分
寺
市
西
恋
ケ
窪
三
丁
目
二
十

九
番
七
及
び
同
番
十
二

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
六
番
一

号
新
宿
住
友
ビ
ル
三
十
一
階

ア
グ
レ
都
市
デ
ザ
イ
ン
株
式
会

社
代
表
取
締
役

大
林

竜
一

日
野
市
百
草
八
百
七
十
七
番
四
、

八
百
七
十
八
番
二
、
同
番
十
九
及

び
同
番
三
十
五
の
各
一
部
（
第
二

工
区
）

西
東
京
市
東
伏
見
三
丁
目
六
番

十
九
号

タ
ク
ト
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
寺

一
裕

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
五
月
二
十
五
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉
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開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

国
分
寺
市
東
戸
倉
二
丁
目
二
番
十

及
び
同
番
二
十
四

港
区
西
新
橋
二
丁
目
八
番
六
号

大
和
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
株
式
会

社
代
表
取
締
役

下
村

俊
二

国
分
寺
市
西
恋
ケ
窪
三
丁
目
三
十

六
番
十
三

立
川
市
幸
町
二
丁
目
四
十
三
番

地
七

株
式
会
社
オ
メ
ガ

代
表
取
締
役

小
林

晶

東
大
和
市
芋
窪
五
丁
目
千
百
六
十

番
一

東
大
和
市
中
央
四
丁
目
九
百
六

十
二
番
地
の
七

株
式
会
社
東
京
メ
イ
ン
ラ
ン
ド

代
表
取
締
役

竹
崎

靖
彦

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
三
年
五
月
二
十
五
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

浅

井

勉

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

清
瀬
市
中
清
戸
三
丁
目
二
百
八
十

五
番
四
、
同
番
四
地
先
、
二
百
八

十
八
番
三
、
二
百
九
十
一
番
三
及

び
三
百
六
十
三
番

西
東
京
市
芝
久
保
町
四
丁
目
二

十
六
番
三
号

株
式
会
社
東
栄
住
宅

代
表
取
締
役

佐
藤

千
尋

稲
城
市
平
尾
四
丁
目
一
番
二
十
三

か
ら
同
番
二
十
六
ま
で
の
各
一
部
、

同
番
二
十
七
及
び
同
番
三
十
三
か

ら
同
番
五
十
一
ま
で

神
奈
川
県
川
崎
市
宮
前
区
土
橋

二
丁
目
六
番
地
十
七

株
式
会
社
成
建

代
表
取
締
役

浅
川

聡
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